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くいえ＞のエートスについて

九州大学 中村 正夫

はじめに

くいえ＞という言葉はかなり多義的に使用されている~I) いまそれを社会集団としての家族にかかわ

るものに限定しても、日本の家族そのものとするか、それとも日本の家父長制的伝統の家族を楕称する

ものとするか、あるいは旧鎌法の「家族」制度下の f家Jの意とするか、論者の見解はこんにちなお十

(2) 加 恒 ‘’ v分な一致を見ていない。 」」てはそうした論議に深く立ち入る余裕はないので、さし当り日本の伝統

的な家族の調としておく。

くいえ〉は家族としての通文化的な特質を分有するとともに、多分に日本に飽有の1を史的制度的存在

として独特の性絡をもっ。というよりむしろ日本家族の特殊性に関連して使用されることが多く、それ

はその極限的な場合、つまりただ一人の成員もいないくいえ〉が存在し得ることもあって、その意味で

はくいえ＞は単なる社会集団以上の制度体としての存在でもあった。換言すれば、集団としてのくいえ〉

の本質が制度体としてのくいえ＞によって規制されていたところに著しい特色があるといえよう。

ところでエートスの諮はG・w・4ナムナーが「ある集団が他のものと区別され、分化される性絡の特
徴の総体」として集団の性格という観念の存在に注目して以来〔3）社会諸科学の分野で広く採用されて

いる。したがってくいえ〉のエートスというのはくいえ＞の性絡を特徴つ’ける観念に言及しようとする

ものである。しかし小稿が意図しているのは、そうしたくいえ〉のエートスに闘する論忽的な追求や体

系的な整序ではなL、。

くいえ＞観念の謀本的な特徴の一つは世代的連続性の尊重にある。このことに関連ある一つのエピソ

ードを紹介することによって、くいえ＞考察のー資料を供しようというささやかな試みにすぎなし、。もっ

ともこの事例そのものについてはすでに 「主従の緋」として『九州大学社会学年報J第4輯に発表す・み

である。 ニ望書煎じの感をまぬがれないが、本誌の求めに応じてあえて視点に若干の変更を加え、大方の

批正にゆだねる次第である。

1 

時は文政年間に遡る。場所は筑前闘志摩郡元岡村（現在、福岡市西区大字元岡 jと会津若松滅下であ

る。片や元岡村百姓伊平（伊兵衛 〉、片や会津藩主車公平氏の上級家臣原因在喜美の組合せ、両者の聞に何

回かの番簡の往復があったのち伊平が種美に指請されて会津を訪れ、陪臣とはいえその家臣に取立てら

れるというのが惑の粗筋である。こうした近世封建制下の厳しい身分の皇室や土地禁縛策を超えた両者の
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結びつきにくいえ＞及びくレえ＞1掲係の微妙な特質がうかがわれる。

会津港土原岡氏は元来九州に卓越した大蔵党の本1'.lf［と図されてきた名鉄である。天威3( 9 4 0 ) ti:.=_ 

藤原純友の乱に追捕使として西下し、乱平定後も筑前にとどまった大蔵王手突（春税）を元組とし、その

後累代太宰府官僚に列して次第に土者化、 上世から中世にかけて筑前に生起した~名な雌史的事件には

必ずといってよいほどその名を述ねている。鎌倉時代に本成を恰土.i.i高視（焔附県前原町高値）に定め、

筑肥の聞における有力土家として消長を繰り返したが、応、仁の乱から戦闘初！切にかけては周防山口の大

内氏路下に鴎し、少弐・大友の諸勢力と対峠した。かくて元亀・天正の頃にあっては少弐氏すでに滅び、

大友氏もまた衰退するなかで、了栄原悶隆種が大いに勢力を拡大し、 「天正中備定」によれば先手千人、

後備千人、旗本千人、留守五百人その仰を擁したとし、う。

しかし養嗣子信畿の代になってようやく全盛期を迎え、まさに筑前征新の宿望成らんとする時、すな

わち天正 15(1587）年秀吉の島津征伐が附始される。この時信種は島津政略戦Uこ参じたものの緒

戦島津方に一味したこともあって本領没収となり、新たに肥後に封じられた佐々成政の与力となった。

原田氏はこの以後永久に恰土の地を失うことになる。信穫は翌16年悶衆一挽勃発によ って佐々刑せら

れ、替って肥後に入部した加藤清正に引続き与力となり、文緑の役に参加してかの地で戦死する。あと

；敏次が嗣いだが加藤氏また失脚していったん君主人となり、やがて肥前康津現在主寺沢氏の寄客となった。

しかし寛永14 ( 1 6 3 9 ）年、天草島原に切支丹一援が蜂起、経；次はいち早く天草に赴いて勇戦した

がその甲斐も空しく、乱鎮圧後寺沢氏断絶のため再度浪人となり、やむなく江慣に上った。その内天海

和尚の周旋によって会津務を倉IJ殺したばかりの保科正之に随身がかない、禄二千石の大身として召抱え

られることになった。自を安4(1651）俸のことである。さきの原悶種美はこの敏次（嘉・種と改名）

を初代とする会津原田氏の7代闘である。

一方元岡村の百姓伊平はさきの原自信種が高組在城時代のいわゆる原図七医衆の一人、鬼木修ill¥大夫

種鳶の末高である。伝記（4）によれば種潟の没後、原因氏の肥後移住に随行したのは長子叉左衛門綾設で

あり、種重の孫源太夫ti:清が原図氏とともに会津に移住して三百石を給せられ、議iii;の孫嘉六11'{近の代

に家菌断絶したとし、ぅ。元岡鬼木氏の始祖は種甫の末子修恩徳Jillで、その孫六左衛門敏常の代に元岡村

に移住、伊平は徳恩から数えて 9代目となっている。

ところで中世末期の守護大名制下にあっては諸闘に国衆と呼ばれた在地勢力とその武士聞が数多く鱗

居していた。それらは近世鎖国大名首~Iの確立によって解体再編を余儀なくされる。あるいは自他の国主

に任官して秩禄武士となる量号、あるいは土着帰段したり都市商人に転身する者、さらには山野総島に

“隠れ里uを営む索、そして全く没浴した考とその類捌はさまざまである。いずれにしてもかつての武

士聞に結集した主従は総合集散して、年月を経るとともにその緋は絶たれ、また近世封建制はそうした

連繋を許さなかった。会津I京岡氏と元岡鬼木氏の関係も本来ならそのような多数事例の一つにすぎなか

ったし、事実長い断絶のj鈎聞が続いた。にもかかわらず、突加として数佐代以上を遡るかつての主従関

係が復活するのでゐる。
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発端は文政4( 1 8 2 1 ）年、会津原因氏より高値の菩提寺金龍寺を経てl日箆に宛てた一通の書簡が

到来したことにある。

「一筆啓達致し候、未だ賛意を得ず候えども、いよいよ御安全御家業御勤め成らるべく珍重に存ぜら

れ候、当境、叉助殿始め子息方、堅固に在られ候条、御行念有るべからず候、随って拙者共始め家

土の議、別条無く勤仕せしめ候閥、遠筒を労され下されまじく候、なお御動止承知数すべき旨申付

けられ、批の如くに御座候、恐健謹言（読み下し文）

（交政四年〉二月十五臼 書官 子 庄作 （花押）

直良

桜月 口 津右衛門 （花押）

殺孝

池闘左近助様 鬼木 修 理傑 水上丹後様

石井内繕際 池関知j 部様 m 内記機
大原備後僚 深江宮内際 右御子孫中

浦志大和様／ヌ 中鍋駿河綴／月

宛名はすべて原図信種高組在城時の三家老七臣衆である。文意は会津原図氏がその用人をして上記

1 0名に代表される18家臣団の末孫に対してそれぞれの動静を報告するよう求めたものである。これに

対して元岡鬼木氏は早速回答したらしい。文政7年には礼文に付記して原悶家当主叉助（種美〉が’治土

．志摩二部（糸烏郷）の家来筋の家々合力して高組の金飽寺なるj京国家護廟の位牌を再興したことを知

ったのを契機として、文政3年夏以来その動向調査を発企したものという事の経絡が述べてあった。や

がて 3度目の手紙が到来する。それは御地は原田家累代の領国であったし、しかも！日臣の末棄が多数後

留しているとあっては、決して現状に満足できる訳もなく、事実いまだに各位を股肱の臣と信じている

のだが、すでに松平氏に重用されて長年月、いまとなっては放地に復帰することもおぼつかなく、また

遠隔の地にあって何ら思給するすべもなし、。 そこで「責めて御法名なりとも当境御菩提所へ相納め置か

れ、御回向をも致されたき思し召しに候問、御先組御代々の法名へ年月日並びに俗姓名を書き添えられ

遣わされ候ょう；仔じ侠」というものであった。

これに応じて鬼木家では 「系議略」 ー仰をしつらえ、傍証として高祖父儀道と曾但父次郎兵衛に宛て

た原m家の旧翰一通を添えて会津に送った。文政10 $秋のことであったが、これによって事態は思わ

ぬ展開を辿ることになる。翌11 ( 1 8 2 8 ）年正月 15日付けで原図又助と用人3人連名の賀状2通

が寄せられるのであるが、とくに用人達の書面には上記しておいたように原田敏次が会津務に随医した

際、これに従った鬼木源太夫の家系は 「当時控訴絶に相成り居り、甚だ以て気の毒に思し召し候えば、是

非御兄弟機か御息様の中、当地へ御出で下され（候傑仕まつりたくと申し候Jとあったのである。
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この頃、鬼木家では伊平64歳、家業として猶造業を鎌ねた大ii1T百姓だったらしレヵ：、妻子なく家替

は弟のtl六（九平、九兵衛）に譲ってすでに隠退の身であった。会津原凶家からのm，消に対しては伊平

みずから出向くことになる。それも表価上は務庁の聞こえをl怒ってか、伊平の無断家出という体総をと

る。その経緯は「寝由之：－ri:J及び 「往来手形」各一ii主にしたためてあるが、それによると繁年の頃大病

を煩い、その時の願解きに悶悶33カ所を巡拝してくるというものであった。間年4月13日家出した

伊平は翌14日最寄りの港久家訓iから出航して 15日早朝下関着。 ここで風待ちをする問、 17日付け

で本当の目的地は北国にあるとの手紙を九平に送る。 18日下関出港、途中諸所に逗留しながら 5月

1 0日出羽闘庄内に到着、このあと陵路山形を経て会津者松成下に入る。行程43 Bの長旅であった。

6月18日付け伊平から無事到着の上原悶家の段数人りを果したとの知らせが来る。ところがその署

名は伊平ならず鬼木修忽秘忠となっており、それは同時に届けられた原岡家巡名による次の書面に裏書

きされていた。

「態と染筆せしめ候、主主暑の節、其言ヰ始め一族の面々、別条無く家君主相励むの由欣然の歪りに候、我

等怠災に候条、遠ii'f易かるべく候、然るは家兄伊兵衛、古代震直の因を忘れず、元祖修Jll!大夫消甫

の志を鍬ぎ、老年の事に候処、風波数百箆の海上を厭わず当地へ罷り越し、我等数十年の渇議を遂

〈＼比類無き忠志の次第、感悦緩まり無く候、のって家門の列、老役の高座申し付けi渓、追っては

中将様（注、松平~敬〉へ御目見えの願いEドし上ぐべく 、此の節修鹿敏怠と改名致させ、＊木家の

家再興の存！議、書官て申 し浴わす如くに候云々

六月十五日

波多江九一郎

原因 ；之助

幼少ニ付印（朱印）
判l相府候

幼少ニ付印
判相周｛長 （朱印） ノ

鬼木九兵衛 殿

原因 f!日

級氏（花押〉

！京間 大蔵

緩費（ ?I:.押）

原因 ト誠

綴美（花押）

伊平は一転して原岡家の筆頭老役の~につき 、 鬼木家そのものも原因家の一門となったのである。し

たがって九平に対しても、領民としては百姓身分にあっても原図家との関係にあってはあくまで｝門に

速なる鬼木九兵衛殿であった。

しかし翌12年6月10 8、 卜富良原凶；飯美が死去、嗣子大蔵；飯f警が8月19日付けで新たに大組頭に

就任したとの知らせが元闘に届く。明けて 13 年、こんどは修~緩忠自身が 2 月 3 8死去し、当人のi宣

言通り隆国寺殿（注、事[i美の成名）の基の後に務ったとの知らせがく る。それとともに積J忠にはすでに
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鬼木右近種完なるヨ告が養嗣子となり、会津鬼木家を縦糸することになったとの挨拶状も届けられる。

このようにして伊平の会津行はその前段の書簡往復の矧聞を含めてもわずか数年間のことにすぎなか

った。しがしこの聞に会津鬼木家の再興、元岡鬼木家の系譜確立、それ以上に会津原閏家の本貨の地筑

紛I台土・宏、担軽地方に対する執着の再燃というもろもろの効果を発揮した。近世封建制も末期に近く、そ

の体制もようやくゆるぎ始めようとする時、このエピソードをいっときの徒花として見すごすにはあま

りにも多くの問題をはらんでいるように思える。

結び

この事例はもっと詳細な事実関係を開陳しなければその本質を十分解明できなL、。しかしi紙備も限ら

れており、これ以上の記述はもはや断念せざるを得ない。ただ原田氏が在地土豪として永年にわたり支

配した旧領と、該地に筏留せしめたl日家庭団に対する原岡氏の執着と慕情、それに呼応するかのように

該地の家々が保持して旧臣末奨としての意畿の存続、それらの絡み合いの中に独特のくいえ＞観念が滋

養されてきたことだけは指摘しておきたい。 （了）

（註 ）

(1) くいえ＞には家屋house，家庭homestead，家族family，の意があることはしばしば指

鏑されている通りである。

(2) 民法学者は一般に旧穣法下の「家Jをさしているが、社会学者の聞でも見解の不一致が見られ

る。例えば有賀基左衛門「家族と家」（！経応毅製大学文学郎紀姿『哲学』第38集所牧。『有質

審左衛門著作集』第9巻所牧）と喜多野清一 「日本の家と家族J （大阪大学文学級紀要第 11巻

所牧。『家と同族の法礎理論』所牧）の聞に展開された最近の論争に著しl，、。

(3) Sumner, W.G., Folkways: A study of the sociological importance of 

usage, maners, customs moreses, and morals, 1906 （サムナ一、 青柳清孝外

訳『フォークウエイズ』現代社会学大系第3巻、 19 7 5年、 青木譲｝苫）

(4) 鬼木健助家文m「系譜略」及び交政11年正月 15日付「書簡」
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